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1　地域間格差が様々に議論されていま
す。その指標としては人口１人当たり
の所得格差が最も一般的に使われま
す。長岡市は人口規模で県内第２です
が、１人当たり市民所得は県内市町村
中 10 位、雇用者１人当たり雇用者報
酬で見ても８位と、１人当たり所得が
かなり低いということになります（平
成 16 年度の統計による）。この低さの
要因を明らかにし、市民所得を高めて
より豊かな地域社会を構築するために
は何が必要なのか。その解明を目的に
本シンポジウムは開催されました。
　前半の基調報告では、地域研究セン
ターの鯉江運営副委員長より長岡市の
市民所得についての分析結果が報告さ
れました。長岡市の市民所得の低さは産業構成や就業者構造（就業率、就住比）などの要因では説明がつかず、
全般的な生産性の低さに起因している面が大きいことが説明されました。続いて、地域研究センターが８月以降
実施した『長岡地域企業の成長・発展に関する基礎調査』の結果について、石川運営委員長が報告いたしました。
生産性向上に向けた長岡地域企業の取組状況などが解説されました。
　後半のパネルディスカッションでは、長岡地域企業についての専門家を交えた論議が行なわれました。より豊かな
地域づくりに向け、企業が生産性を向上するための具体的な取組についてディスカッションが展開されました。
　終了後の来場者アンケートで 90％から良かったと回答いただくなど、非常に充実したシンポジウムとなりまし
た。以下ではその内容を紹介させていただきます。
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